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長崎県産帰化植物 一地球温暖化の視点から-

中西こずえ*･中西弘樹**.岩永奈津子***

NaturalizedPlantsinNagasakiPrefecturewithReferenceto

GlobalWarming

KozueNAM SHI,HirokiNAKLM SHI,NatsukoIWANAGA

Abstract:ThsI℃POrtdealSwiththenaturahzedplantsinNagasakiP陀fectureofwestemKyushu,Japan.The

resultswereaSfollows:1)Atotalof327Speciesofnaturalizedplantsweredescribed.2)Am ongthe

naturalizedplantsthatwereintmducedtoNagasakiPref.,themostnumel10uSOneWasComfX)Sltae,followed

byGramineaeandLeguminosae.3)From 1981,naturalizedplantsincreased5.2speciesperannum.4)

Recendy,naturalizedplantsfromtFOPicalorsubBopicalreg10nSmOreincreasedthanthosefromtheothers.

Keyworlds:gbbalwarming,NagasakiPrefectwe,nahLTlalizedphmts

はじめに

長田 (1976)は､人間の活動によって､外国から国内

に持ち込まれ､国内で野生化した植物を帰化植物と定義

している｡現在､日本国内の種子植物およびシダ植物に

分類される帰化植物は､1200種以上になると推定されて

おり､その数は､我が国の維管束植物全体の 1/4強に

もなり､帰化植物を考慮せずに日本の植物相を考えるこ

とができないといえるほどである (清水 2003)｡帰化植

物の種数は海外との交流が盛んになるにつれて､増え

続けると考えられる｡長崎県でも､毎年､数種の割合で

新たな帰化植物が確認されている｡県下の帰化植物に

ついては､これまで外山 (1951)､宮崎 (1989)および

中西 (1987-2005)の研究がある｡外山 (1951)や宮

崎 (1989)は､帰化植物の原産国や原産地域は､世界

中におよぶと記しているが､中西 (1987-2005)や著者
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らの調査によると､最近の帰化植物は熱帯地域からの移

入が増えており､その主たる原因は地球温暖化が関係し

ていると考えられる｡本研究は､これまでの記録に著者

らの調査を加え､現在の長崎県の帰イ焼物 目録を作成し､

その特徴を明らかにすること､さらに温暖化の影響につ

いて考察することを目的とするものである｡

調査地および調査方法

本研究は､これまでに発表された長崎県からの帰化植

物に関する文献調査と著者らの現地調査に基づくもので

ある｡文献調査については､外山 (1940､1951､1957､

1980)､宮崎 (1989)および中西 (1987-2005)の中か

ら帰化植物として記載されているものを選び出した｡し

かし､その中から清水 (2003)を参考に､史前帰化植物

は除外した｡それらの中には､スベリヒユ､コアカザ､

ヤハズソウ､イヌホウズキ､タカサブロウなど多くの種

が含まれる｡さらに､シマバラソウのように､外山 (1951)

には帰化植物として記載されているが､その後､記載さ

れておらず､定住せずに消失したと考えられるいわゆる

仮生帰化植物 (浅井 1993)も除外した｡

現地調査は､2002年から2005年にかけて実施した｡
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2002年は長崎市内を中心にし､2003年から2005年にか

けては,広く県内の調査を行った｡

目録には､最初に移入された時期を5期に分けて記載

した｡江戸時代末までに帰化したと考えられる植物を外

山 (1951)を参考にして選び出し､第Ⅰ期に分類した｡

外山 (1940)に記載された帰イ焼物 の中から第Ⅰ期以後

から1940年までに移入されたと考えられる種を第Ⅱ期と

した｡外山 (1957)に初めて記載された帰化植物､すな

わち1941年から1957年の期間に帰化した植物は､第Ⅲ

期とした｡第Ⅲ期以後 (1958年)から1980年までに移

入された植物群は､外山 (1980)を参考にして選択し､

第Ⅳ期とした｡第Ⅴ期に分類される種は､1981年から

現在までに新たに確認された帰化植物である｡

帰化植物の原産地域別種数は､久内 (1950)､長田

(1976)､太刀掛 (1998)､清水 ¢003)を参考にヨーロ

ッパ､アジアなど7区で表した｡ヨーロッパの各国を原

産地にする植物や地中海沿岸原産種もヨーロッパ区と

した｡アジアには､アジア各国と西アジアおよび中東原

産の種が含まれる｡熱帯アメリカには､中央アメリカや

南アメリカの各国と地域原産種を含めた｡原産国および

原産地域が1区の時は 1種としたが､2区 (ヨーロッ

パとアジアあるいは､ユーラシアなどと記載されている

場合)にまたがる種については､それぞれ0.5種と計算

した｡同様に3区 (アフリカとユーラシアと記載されてい

る場合など)の場合は0.3種とした｡広汎種については

その他に区分した｡その他には､オーストラリアなど原

産地として少数種のみの国や原産地域不明種も含んで

いる｡

結果

帰化植物の概要

調査の結果､327種 (種以下を独立に数えて)の帰化

植物を確認したo現在､長崎県内の在来の維管束植物

は､変種も含めておよそ2300種あると推定されるので､

帰化植物数を総植物数で除して求められる帰化植物率

は約 12%である｡

帰化植物の内､キク科に属するものが最も多く59種で

ある｡これは帰化植物全体の 18.0%に当たる｡ 以下､

イネ科の46種 (14.1%)､マメ科の 18種 6.5%)であ

り､この3科の合計は37.6%になる｡

県下の帰イ焼物 の増加を表したのが図1である｡ 江

戸末までの第 Ⅰ期には､シロツメクサやマツヨイグサな

ど22種が確認されている｡ 第Ⅱ期はコバンソウ､ジュ

ズダマ､ヒメムカシヨモギなど 50種の増加があった｡

第Ⅲ期には77種が新たに帰化植物として加わり､それ

らの中には､オシロイバナ､ハリエンジュ､ブタクサな

どが含まれている｡タカサゴユリ､セイタカアワダチソ

ウ､オオカナダモなどの帰化が初めて確認された第 Ⅳ

期には､ 計49種が新帰化植物として記載されている｡

第V期は 129種が新たに確認されているが､2CK)5年 11

月に見つかったウスベニッメクサが最も新しい帰化植

物である｡時間の経過に伴って､帰化植物が増加の一

途をたどっている｡ 第 Ⅴ期の 25年間に 129種の増加

は､年平均5.2種が新たに帰化植物として定着している

ことになる｡

第 Ⅰ期から第 Ⅴ期までの帰化植物の原産地域別の種

数の害蛤 の変化を図2に示している｡ 第 Ⅰ期は､ヨー

ロッパ原産の帰化植物が､40.9%と最も多く､以下､ア

ジア (刀.3%)､熱帯アメリカ (18.2%)の順である｡第

Ⅱ期になると､ヨーロッパ (35.7%)についで北アメリカ

(22.6%)熱帯アメリカ (20.0%)である0第Ⅲ期は､

ヨーロッパ (30.1%)､熱帯アメリカ (22.1%)､北アメリ

カ(20.8%)の順であり､第Ⅲ期までは長崎県の帰化植物

の原産地域として､ヨーロッパが優位であった｡第 ⅠⅤ

期になると､北アメリカ原産 (28.6%)に続いて､ヨーロ

ッパ ¢6.5%)となり､第 Ⅴ期では､熱帯アメリカ原産

¢5.8%)の帰化植物の数が第 1位となっている｡全体

的には､時間の経過に伴って､熱帯アメリカ原産とアフリ

カ原産の帰化植物が増加傾向にあることが明らかにな

った｡

長崎県声封尉ヒ植物目録

科の配列は大井 (1983)に従い､科内の種の配列は

属名のアルファベット順にし､種名もアルファベット順に

配列した｡また､学名は長田 (1976)､太刀掛 (1998)

神奈川県植物誌調査会編 (2001)および清水 ¢003)

を参考にしたo和名の後に原産地域あるいは原産国を記

した｡長崎県に帰化植物として､初めて記載された時期

を第Ⅰ期～第Ⅴ期に分けて最後に記した｡区分の詳細は､

調査方法に記してある｡

Pteridophytaシダ植物

Selaginellaceaeイワヒバ科

SekzginelkzuncinataSpring コンテリクラマゴケ 中国南部

第Ⅴ期

Spermatophyta種子植物

Angiospermae被子植物
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Monocotyledoneae単子葉類

Cannaceaeカンナ科

Cannaihdk:aLinn. ダンドク 熱帯アメリカ 第V期

Hydrocharitaceaeトチカガミ科

Egefia滋nsaPl. オオカナダモ 南アメリカ 第IV期

ElodeanuttalliiSt.Jolm コカナダモ 北アメリカ東部 第

Ⅴ期

G血 eaeイネ科

AgfVStisnlgmWlth. クロコヌカグサ 北半球 第V期

AgnDStisxdimofPOlemmaOhwi パケヌカボ 不明 第

Ⅴ期

AstolonlfenzLinn. ハイコヌカグサ 広汎 第IV期

AiTlaelegansWind.exKunth ハナヌカススキ ヨーロッ

パ 第Ⅴ期

AndTVPOgOnViTginicusLirn. メリケンカルカヤ 北アメリ

カ 第ⅠⅤ期

AnthaxnnthLunOdwatumLim. ハルガヤ ユーラシア大

陸 第Ⅳ期

AvenafatuaLimm. カラスムギ ヨーロッパ 第I期

AsativaLinn. マカラスムギ (オートムギ) ヨーロッパ ･

西アジア 第Ⅴ期

Bn'zamaxifTulLinn. コバンソウ 地中海沿岸 第II期

B.minorLinn. ヒメコバンソウ 地中海沿岸 第I期

BIVmuSCatharticusⅥ血1.イヌムギ 南アメリカ 第Ⅱ期

B.n'gidusRoth ヒゲナガスズメノチャヒキ ヨーロッパ

第Ⅳ期

B.sten'lisLinn. アレチノチャヒキ (ニセキツネガヤ) ヨ

ーロッパ 第Ⅳ期

B.tectonimLinn. ウマノチャヒキ ヨーロッパ 第V期

Chlon'sgayanaKunth アフリカヒゲシバ (ローズソウ)

アフリカ 第Ⅴ期

CoixlacTynW-jobiLinn. ジュズダマ 東南アジア 第II期

DutylisglomeflataLinn. カモガヤ (オーチャードグラス)

地中海沿岸･西アジア 第Ⅱ期

EragJりStiscuTVula(Schrad.)Nees シナダレスズメガヤ

南アフリカ 第Ⅳ期

E.poaeokおsBeauv. コスズメガヤ ユーラシア大陸 第

Ⅲ期

FesaLCaarundinaceaSchreb. オニウシノケグサ (トールフ

ェスク) ヨーロッパ･西アジア 第V期

F.pTlatenSisHuds. ヒロハウシノケグサ ヨーロッパ 第

Ⅴ期

HolcusklfultuSLinTL

Hof滋umhystrixRoth

期

シラゲガヤ ヨーロッパ 第ⅠⅤ期

ヒメムギクサ 地中海沿岸 第Ⅲ

LagunLSOVaaLSLinn. ウサギノオ ヨーロッパ 第Ⅳ期

LoliumxhybTidumHausskn. ネズミホソムギ 広汎 第

Ⅴ期

imultljbnimLam . ネズミムギ (1タリアン･レイグラス)

ヨーロッパ･北西アメリカ 第Ⅴ期

L.peyenneLirn. ホソムギ (ライグラス) 広汎 第IV期

L.yemotm Schrank アマドクムギ ヨーロッパ 第Ⅳ期

L.temulentumLinn. ドクムギ 地中海沿岸 第Ⅲ期

Monemmcylihdn'caOVdld.)Coss.etDur. ハリノホ 南

ヨーロッパ 第Ⅳ期

PanicumdichotomlPonLmMichx. オオクサキビ 北アメ

リカ 第Ⅲ期

PhmuglnOSumEll. ニコゲヌカキビ 北アメリカ 第V期

P.scopan'umLam. ホウキヌカキビ(ケヌカキビ)北アメリ

カ 第Ⅴ期

Pwapholisincurva恥irm.)C.E.Hubb. スズメノナギナタ

ヨーロッパ 第V期

PaspalumdikltatumPoir. シマスズメノヒエ 南アメリカ

第Ⅲ期

P.notaaLmFlugge アメリカスズメノヒエ 熱帯アメリカ

第ⅠⅤ期

P.uTVilleiSteud. タチスズメノヒエ 南アメリカ 第Ⅳ期

Phalan'scafmn'ensisLimm. カナリークサヨシ 地中海沿

岸･カナリア諸島 第Ⅳ期

P.PwadbmLinn. セトガヤモドキ 地中海沿岸～ヨーロ

ッパ 第Ⅲ期

PoapTlatenSisLinn. ナガハグサ (ケンタッキー･ブルー

グラス) ユーラシア大陸 第Ⅲ期

P.tn'vkllisLinn. オオスズメノカタビラ ヨーロッパ･西ア

ジア･アフリカ 第Ⅲ期

Setan'agllaCilisKunth フシネキンエノコロ 熱帯アメリカ

第Ⅴ期

Sorghumhalepense(unn.)Pers セイバンモロコシ 地中

海沿岸 第Ⅲ期

StefW呼hTumSeCundbhim(Walt.)Kuntze イヌシバ 熱

帯アメリカ 第Ⅴ期

VulpiamyunDSOJiIln.)C.C.Gmel.Var.myuJVS ナギナタガ

ヤ ヨーロッパ 第Ⅱ期

V.octoPwa(Walt.)Rydb. ムラサキナギナタガヤ 北アメ

リカ 第Ⅴ期
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Cyperaceaeカヤツリグサ科

C}penLSaltemlfoliusLim.Var.obhiSangullLST.Koyama

シュロガヤツリ (カラカサガヤツリ)マダガスカル 第Ⅴ

期

C.eragTOStis Im . メリケンガヤツリ 熱帯アメリカ 第

Ⅴ期

C.esculenhLSLinn. ショクヨウガヤツリ(キハマスゲ)ヨ

ーロッパ･南アフリカ 第Ⅴ期

Araceaeサトイモ科

PLftklStTutiotesLinn. ボタンウキクサ (ウォーターレタス)

熱帯､亜熱帯､南アフリカ 第Ⅴ期

Corrmlelinaceaeツユクサ科

TTlaくわscanthzalbljbTlaKunth オオトキワツユクサ 南ア

メリカ 第Ⅴ期

TPuminensisVell. ノハカタカラクサ (トキワツユクサ)南

アメリカ 第Ⅲ期

T71ejkWRah. ムラサキツユクサ 不明 第V期

Pontederiaceae ミズアオイ科

Eichhomkzcrasslbes(Marl.)Solms-Laub. ホテイアオイ

アルゼンチン 第Ⅱ期

Lihaceaeユリ科

AlliumhLbeTVSumRoder ニラ 中国 第III期

ALftTVenWn'asittacinaLelm . ユリズイセン 不明 第V

期

AspdistraelatbrBlume ハラン 中国 第V期

Chh)7VPhyhLmCOmOSumBaker オリズルラン 南アフリカ

第Ⅴ期

IpheionunlPonimRaf. ハナニラ アルゼンチン 第V期

L,iliumfomwsanumWdace タカサゴユリ 台湾 第Ⅳ

期

YuccaglofiosaLinn. アッパキミガヨラン 熱帯アメリカ

第Ⅴ期

Am arylhdaceaeヒガンバナ科

勿 hyTlanthescandkkzHerb. タマスダレ ブラジル 第Ⅲ

期

Z.gmndlPoTlaLindl. サフランモドキ 中央アメリカ 第Ⅲ

期

Dioscoreaceaeヤマノイモ科

DわscofeabuHllfeflaL,inn.fomadbmesticaMakinoet

Nemoto カシュウイモ 中国 第Ⅳ期

Iridaceaeアヤメ科

In'spseuhacoyusLinn. キショウブ ヨーロッパ ･中東

第Ⅴ期

Sisyn'nchiumatlmtkumBickn. ニワゼキショウ 北アメ

リカ 第Ⅱ期

S.ifMlfoliumHumboldt,Bonpland弧dKuntu.var.him

(0叫)EMaekawa オオニワゼキショウ 北アメリカ

第Ⅴ期

7Tn'tonklCfVCOSnulejhTlaLemoine ヒメヒオウギズイセン

南アフリカ 第Ⅲ期

Dicotyledoneae双子葉類

Archichlamydeae離弁花類

Ufticaceaeイラクサ科

Boehmerklnivea¢j皿.)Gaudich. ナンバンカラムシ ア

ジア 第Ⅲ期

Pileamk:TDPhylla(unn.)Liebm. コゴメミズ 南アメリカ

第Ⅴ期

UTdcawensLinn. ヒメイラクサ ヨーロッパ 第V期

Polygonaceaeタデ科

FagopynimCymOSum(Trevis.)Meisn. シヤクチリソバ

北インド･中国 第Ⅴ期

Falk)pkzconvolvulus(uIln.)A.I.6ve ソバカズラ ヨーロ

ッパ ･西アジア 第Ⅱ期

PeTlSk:an'acapitatamuch.Ham.exD.Don)H.Gross ヒメ

ツルソバ 中国南部･ヒマラヤ 第Ⅴ期

PPilosa申oxb.)Kitag. オオケタデ 東アジア･南アジア

第ⅠⅤ期

PolygonumdumetolumLinn. ツルイタドリ(ツルタデ) ユ

ーラシア 第Ⅱ期

P.multlfoliumThunb. ツルドクダミ (カシュウ) 中国 第

Ⅰ期

RumexwetoselkzLinn. ヒメスイバ ユーラシア大陸 第

Ⅱ期

R.congh)nwraaLSMurr. アレチギシギシ ヨーロッパ 第

Ⅲ期

R.cn'spusLim. ナガバギシギシ ユーラシア大陸 第Ⅳ

期
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R.Jmαn'timusLinn. コガネギシギシ ヨーロッパ ･北アメ

リカ 第Ⅴ期

R.obaLSlfフIiusLinn. ヒロハギシギシ (エゾノギシギシ)

ヨーロッパ 第ⅠⅤ期

Chenopodiaceaeアカザ科

Chenopodiumamb7VSioidksLirn.Var.ambrDSiodes アリ

タソウ 熱帯アメリカ 第Ⅰ期

C.ambfVSio滋sLinn.Var.anthelminticum(urul.)A.Gmy

アメリカアリタソウ 不明 第Ⅱ期

C.pumilioR.Br. ゴウシュウアリタソウ オーストラリア

第Ⅳ期

KochiascopanlaSchrad. ホウキギ (1ソボウキ) ユー

ラシア 第ⅠⅤ期

Am aranthaceaeヒエ科

AltemwltheflanOdlfollaR.Br. ホソバツルノゲイトウ オー

ストラリア 第Ⅲ期

Asessilis(uIln.)DC. ツルノゲイトウ 南アメリカ 第V

期

AmwanthusdePmsLim. ハイビユ 不明 第V期

A.hybrdusLinn. ホナガアオゲイトウ (1ガホビユ) 北

アメリカ 第Ⅴ期

AmangostanusLinn. ヒユ インド 第III期

A.patulusBertol. ホソアオゲイトウ 熱帯アメリカ 第Ⅲ

期

A.retrDPenlSLinn. アオゲイトウ 北アメリカ 第II期

A.SpinosusLimm. ハリビユ 熱帯アメリカ 第II期

A.ViydisLinn. ホナガイヌビユ (アオビユ) 南アメリカ

第Ⅲ期

CelosiaaTgenteaLinn. ノゲイトウ 熱帯アメリカ 第Ⅱ期

Nictaginaceaeオシロイバナ科

MirabilisjalapaLinn. オシロイバナ 熱帯アメリカ 第Ⅲ

期

PhytolaccacefLeヤマゴボウ科

PhytoklCCaamen'canaLim ヨウシュヤマゴボウ (7メリカ

ヤマゴボウ) 北アメリカ 第Ⅱ期

Aizoaceaeザクロソウ科

MollugoveficillataLirm. クルマバザクロソウ 熱帯アメ

リカ 第Ⅲ期

Portulacaceaeスベリヒユ科

PoyhlkwapilosaLiml. ヒメマツバボタン 熱帯アメリカ

第Ⅴ期

TalinumcrasslfoliumWilld. ハゼラン 熱帯アメリカ 第

Ⅲ期

Basellaceaeツルムラサキ科

BoussingaultiacoTdlfoliaTen. アカザカズラ (マディラカ

ズラ) 熱帯アメリカ 第Ⅲ期

Caryophyllaceaeナデシコ科

AgfVStenmulgithagoLinn. ムギセンノウ ヨーロッパ

第Ⅴ期

CeTlaStiumglomeTlahLmThuill. オランダミミナグサ (アオミ

ミナグサ) ヨーロッパ 第Ⅱ期

PolycafPOntetnZPhyllumLim. ヨツバハコべ ヨーロッ

パ ･アフリカ ･南アメリカ 第Ⅴ期

SileneaTmen'aLirm. ムシトリナデシコ 南ヨーロッパ

第Ⅴ期

S.gallicaLim.var.ganicaLim. シロパナマンテマ ヨ

ーロッパ 第Ⅲ期

S.gallicaLinn.Var.qulnqueVulneraRohrb. マンテマ ヨ

ーロッパ 第Ⅰ期

S.girahiiiGussone イタリーマンデマ イタリア 第Ⅱ期

S.pendulaLinn. サクラマンテマ 地中海沿岸 第V期

SpefgukzaTVenSisLirm.Var.sativaKoch オオツメクサ

ヨーロッパ 第II期

SpeTgukln'abocconii(Scheele)Asch.etGrab. ウシオハ

ナツメクサ 地中海沿岸 第Ⅴ期

S.nLbTlaOJinn.)J.PresletC.Presl ウスべニッメクサ 北

半球 第Ⅴ期

b unculaceaeキンポウゲ科

AnemonehupehensisLemoinevar.jq70nicaCrhunb.)

BowlesetSte∬Il シュウメイギク 中国 第Ⅲ期

RanunculusafVenSisLinn. イトキツネノボタン ヨーロッ

パ 第Ⅲ期

R.mun'catusLinn. トゲミノキツネノボタン ヨーロッパ ･西

アジア 第Ⅱ期

Papaveraceaeケシ科

PapaverdubiumLim. ナガミヒナゲシ 地中海沿岸 ･中

部ヨーロッパ 第Ⅴ期
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Cruciferaeアブラナ科

Baflbweavulgan'sR.Br. ハルザキヤマガラシ ヨーロッ

パ ･西アジア･ヒマラヤ 第Ⅴ期

BTlaSSkIajuncea(unn.)Czem. セイヨウカラシナ (カラシ

ナ) ユーラシア大陸 第Ⅴ期

B.napusLinn. セイヨウアブラナ ユーラシア大陸 第V

期

Camelinamicl19Ca7Pa Ardrz.exDC. ヒメアマナズナ

(ヒメタマナズナ) ヨーロッパ 第Ⅲ期

CafdbrわdflabaGJinn.)Desv. アコウグンバイ(イヌグンバ

イ) ユーラシア大陸 第Ⅲ期

CofVnOPuSdkb,musGJinn.)Smith カラクサナズナ (カラク

サガラシ) ヨーロッパ 第Ⅱ期

L,epdiumpeqolklhimulIl. コシミノナズナ ヨーロッ

パ ･西アジア 第Ⅲ期

L.viTginic以mLinn. マメグンバイナズナ 北アメリカ 第Ⅱ

期

Nasaln'umobicinaleR.Br. オランダガラシ ヨーロッパ

第Ⅱ期

OyychophTlagmuSVわkweus 0.E.Schulz ショカッサイ

(ハナダイコン) 中国 第Ⅴ期

RaphanusTlaPhanistTumLim. セイヨウノダイコン ヨー

ロッパ ･アジア 第ⅠⅤ期

Rap由trm mgosumAn. ミヤガラシ 地中海沿岸･西アジ

ア 第Ⅴ期

Sijynhn'umaltissimumLinn.ハタザオガラシ ヨーロッパ

第Ⅲ期

S.oTibntaleLinn. イヌカキネガラシ 地中海 第Ⅲ期

Crassulaceaeベンケイソウ科

SedummexicanumBritt. メキシコマンネングサ 不明 第

Ⅴ期

S.saTmentOSumBunge ツルマンネングサ 朝鮮 ･中国

第Ⅲ期

Rosaceaeバラ科

4phaleSafVenSisLirm. ノミノハゴロモグサ (1ワムシロ)

ヨーロッパ .中央アジア 第Ⅲ期

Potentilla rectaLinn. オオヘビイチゴ 南ヨーロッパ

第Ⅴ期

PsupifWLinn. オキジムシロ ヨーロッパ 第III期

Pyracanthaangustlfolhz(拝anch.)C.KSchneid. タチバ

ナモドキ 中国 第Ⅴ期

RubusarmeniacusFocke セイヨウヤブイチゴ (アルメリ

ア) 第Ⅲ期

Leguminosaeマメ科

AnwfPha動 tk:osaLirLn. イタチハギ 北アメリカ 第V

期

AstnzgalussinicusLimm. ゲンゲ (レンゲソウ)中国 第I

期

Desnwdiumpanicukztum(unn.)DC. アレチヌスビトハギ

北アメリカ 第Ⅴ期

LohlStenuisWdd.etKit. ワタリミヤコグサ ヨーロッ

パ ･アフリカ 第Ⅴ期

MedicagolupulinwLinn. コメツブウマゴヤシ ヨーロッ

パ 第Ⅰ期

M.mininmLim. コウマゴヤシ ヨーロッパ 第II期

M.polynwfPhaLimm. ウマゴヤシ 地中海沿岸 第I期

M.sativaLirn. ムラサキウマゴヤシ 地中海･西アジア

第Ⅲ期

Melik)tusalbaMedik. シロバナシナガワハギ アジア

第Ⅲ期

M.idkIaBinn.)All. コシナガワハギ ヨーロッパ 第

Ⅲ期

M.suaveolensLedeb. シナガワハギ ユーラシア大陸 第

Ⅰ期

RobiniapseudbacaciaLinn. ハリD ジュ(ニセアカシア)

北アメリカ 第Ⅲ期

Tnfolim dubiumSibdl. コメツブツメクサ ヨーロッパ ･

西アジア 第ⅠⅤ期

TPaglfefumunn. ツメクサグマシ ヨーロッパ ･西アジ

ア 第ⅠⅤ期

ThybfdumLinn. タチオランダゲンゲ ヨーロッパ･西ア

ジア 第Ⅲ期

TpyetenseLim. ムラサキツメクサ (アカツメクサ)ヨーロ

ッパ 第Ⅱ期

TTePenSLirLn. シロツメクサ (クローバー) ヨーロッパ ･

西アジア 第Ⅰ期

1鹿iaangustlfolklLinn.Var.minor(Bertol.)Ohwi ホソバ

カラスノD ドゥ(ホソバヤハズエンドウ) ヨーロッパ 第

Ⅴ期

Gerania｡eaeフウロソウ科

CeflaniumcwDlinianumLinn. アメリカフウロ 北アメリカ

第Ⅲ期

ETVdiumcicutan'umGJinn.)L'Her. オランダフウロ ヨ

ーロッパ 第Ⅴ期
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Oxalidaceaeカタバミ科

OxalisbowieanaI.dd. ハナカタバミ 南アフリカ 第I期

0.bTlafiliensisLedd. ベニカタバミ 南アメリカ 第Ⅴ期

0.coTymbosaDC. ムラサキカタバミ 南アメリカ 第I期

0.pescapraeLinn. オオキバナカタバミ (キイロハナカタ

バミ) 南アフリカ 第Ⅳ期

0.stn'ctaLinn. オッタチカタバミ 北アメリカ 第V期

0.van'abilisJacq. フヨウカタバミ 南アフリカ 第V期

Euphorbiaceaeトウダイグサ科

Aleun'tescoflddtaCrhunb.)R.Brown exSteud. アブラ

ギリ 中国 第Ⅰ期

Euphoflbiachanuze5yCeLirm. ハイニシキソウ 中央アメリ

カ 第Ⅴ期

E.lathyn'sLinn. ホルトソウ アジア 第V期

E.llulCukztaLim. オオニシキソウ 北アメリカ 第II期

E.peplusLinn. チャボダイゲキ ヨーロッパ ･西アジア･

北アメリカ 第Ⅱ期

E.SupinaRaf. コニシキソウ 北アメリカ 第II期

A thymlfoliaLinn. イリオモテニシキソウ 熱帯アメリカ

第Ⅲ期

PhyllanthuscofrOVadbnsisMuell.Arg. ブラジルコミカン

ソウ (ナガエコミカンソウ) アフリカ 第Ⅴ期

SapiumsebiferumBinn.)Roxb. ナンキンハゼ 中国 第

Ⅱ期

Saoaindaceaeムクロジ科

CaTdiospemtumhalicacabumLirm.フウセンカズラ 熱帯ア

ジア 第Ⅴ期

Anacardiaceaeウルシ科

RhussuccedafWaLirn. ハゼノキ 中国 第Ⅲ期

Malvaceaeアオイ科

AbutilontheophrastiMedic. イチビ インド 第V期

HibiscusmutabilisLimm. フヨウ 中国 第Ⅱ期

H.tn'onumLinn. ギンセンカ 地中海沿岸 第Ⅲ期

Malvapan,lPwaLinn. ウサギアオイ 地中海沿岸 第

Ⅳ期

M.Sylvestn'sLinn.Var.fluZun'tianaq.irn.)Obiss. ゼニア

オイ 地中海沿岸 第Ⅴ期

Sih acutaBurn.Fil. ホソバキンコジカ 中央アメリカ

第Ⅲ期

S.spinosaLinn. アメリカキンコジカ 熱帯アメリカ 第IV

期

Gu仕iferaeオトギリソウ科

Hwen'cumpatulumThunb. キンシバイ 中国 第Ⅲ期

Violaceaeスミレ科

I/払IaodoTWaulIl. ニオイスミレ ヨーロッパ～西アジア

第Ⅴ期

ViolaxwittTDCkiaf∽Hort. サンシキスミレ(パンジー) ヨ

ーロッパ ･アジア 第Ⅴ期

Begomiaceaeシュウカイドウ科

Begoniasempe仲 flenSLinketOtto シキザキベゴニア

ブラジル 第Ⅴ期

Lydvaceaeミソハギ科

Anm7anniaaun'culataWilld. ナンゴクヒメミソハギ 熱帯

アメリカ 第Ⅴ期

A.bacclfellaLirul. シマミソハギ 熱帯アジア 第V期

A coccineaRottb. ホソバヒメミソハギ 北アメリカ 第

Ⅲ期

Onagraceaeアカバナ科

LudwigiadbcunmsWdt. ヒレタゴボウ (アメリカミズキン

バイ) 熱帯アメリカ 第Ⅴ期

OenotheTlabiennisLinn. メマツヨイグサ 北アメリカ 第

Ⅴ期

0.eTythfVSePalaBorbas オオマツヨイグサ 北アメリカ 第

Ⅲ期

0.lacinkltaH山 コマツヨイグサ 北アメリカ 第Ⅳ期

0.pan,lP)llaLinn. アレチマツヨイグサ 北アメリカ 第III

期

0.TIOSeaLIHer. ユウゲショウ アメリカ大陸 第V期

0.speciosaNutt. ヒルザキツキミソウ 北アメリカ･中央ア

メリカ 第Ⅴ期

0.stTictaLdeb.exLink マツヨイグサ 南アメリカ 第Ⅰ

期

HalOragaceaeアリノトウグサ科

Myn'ophyllumbrasilienseCamb. オオフサモ 南アメリカ

第Ⅲ期

Arahaceaeウコギ科
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TetTlaPanaXPaPynfeTumnook.)K.Koch カミヤツデ

中国 第Ⅴ期

Umbelliferaeセリ科

ApiumkptophyllumPers.)F.Muen.exBenth. マツバゼ

リ 熱帯アメリカ 第Ⅱ期

DaucuscarDtaLinn. ノラニンジン 西アジア.地中海 第

Ⅳ期

Metachlamydeae合弁花類

Primulaceaeサクラソウ科

AfmgallisafVenSisLim.formaafVenSis アカバナルリハ

コベ ヨーロッパ 第Ⅴ期

A.anノenSisLinn.formacoenLlea(Shreb.)Baumg. ルリ

ハコベ ヨーロッパ 第Ⅰ期

01eaceaeモクセイ科

LIigustnimlucdumAiton トウネズミモチ 中国 第V期

Gentianaceaeリンドウ科

Centaun.ume7ythylaeaRaf. べニバナセンブリ ヨーロッ

パO･アジア 第V期

C.pulchellumDruce ハナハマセンブリ 地中海沿岸 第

Ⅴ期

Apocynaceaeキョウチクトウ科

WncamajorLi皿. ツルニチニチソウ ヨーロッパ 第V

期

Asclepiadaceaeカガイモ科

AsclepiascurassavわaLinn.トウワタ 南アメリカ 第V期

Convolvulaceaeヒルガオ科

ConvolvulusarvensisLinn. セイヨウヒルガオ ヨーロッ

パO･アフリカ 第Ⅲ期

CuscutapentagoTmEngelm. アメリカネナシカズラ 北ア

メリカ 第ⅠⅤ期

IpomoeacoccineaLirm. マルパルコウソウ 熱帯アメリ

カ 第Ⅲ期

I.hekTlaCeaqJinn.)Jacq.アメリカアサガオ 熱帯アメリカ

第Ⅴ期

I.hedkflaCea(unn.)Jacq.Var .integn'usculaA.Gray マ

ルバアメリカアサガオ 中央アメリカ 第Ⅴ期

I.indica(Burn.)MelT. ノアサガオ 東南アジア.オースト

ラリア 第Ⅱ期

I.lacmosaLim. マメアサガオ 北アメリカ 第Ⅳ期

I.nilRoth. アサガオ 中国･ヒマラヤ 第V期

I.pu甲uTleaOJiIIIl.)Roth. マルバアサガオ 熱帯アメリ

カ 第Ⅴ期

I.tn'cocaTPaEil. イモネノホシアサガオ 北アメリカ 第

Ⅴ期

I.tn'lobaLim. ホシアサガオ (フサアサガオ) 熱帯アメリ

カ 第Ⅲ期

JacquemondatamnlfolkzO-inn･)Griesb. オキナアサガオ

熱帯アメリカ 第ⅠⅤ期

QLiα〝∽ClitpennataPesr.)Bojer ルコウソウ 熱帯アメリカ

第Ⅴ期

Boraginaceaeムラサキ科

MyosotisaTVenSisOirn.)Hal. ノハラムラサキ ヨーロッ

パ 第Ⅴ期

Ved)enaceaeクマツヅラ科

LantanacafluZTlaLinn. ランタナ (シチへンゲ) 熱帯アメ

リカ 第Ⅴ期

VeTlbenabonaJ滋nsisLim. ヤナギハナガサ 南アメリカ

第Ⅳ期

V.bflaSiliensisVen. アレチハナガサ 南アメリカ 第IV期

VteneraSpreng. ヒメビジョザクラ 南アメリカ 第V期

Labiataeシソ科

LamiumpuTPureumLirm. ヒメオド｣コソウ ヨーロッパ

第Ⅴ期

MenthaaTVenSisLinn.Var.canaLknsisBriquet カナダハ

ッカ 広汎 第Ⅲ期

M.spICataLirn.Var.cnspaBenth. オランダハッカ ヨー

ロッパ 第Ⅰ期

StachysalVenSisLinn. ヤブチョロギ ヨーロッパ 第II期

Solanaceaeナス科

DatuflanWteh)klesDunal アメリカチョウセンアサガオ (ケ

チョウセンアサガオ) 北アメリカ 第Ⅲ期

D.sblamOniumL.Var.chalybeaKoch ヨウシュチョウセン

アサガオ 不明 第Ⅱ期

PhysalisangulataLinn. センナリホオズキ 北アメリカ

第Ⅰ期

PpubescensLinn. ヒメセンナリホオズキ 北アメリカ 第
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Ⅲ期

PpemvianaLim. ブドウホオズキ 南アメリカ 第V期

Sohmumafnen'canumMill. アメリカイヌホオズキ 北アメ

リカ 第Ⅴ期

S.ca7VlinefWeLirm. ワルナスビ 北アメリカ 第ⅠⅤ期

S.ciliatumLam . キンギンナスビ 熱帯アメリカ 第I期

S.nignescensMart.etGal. オオイヌホオズキ 南アメリカ

第Ⅴ期

S.nignlmLinn. イヌホオズキ 広汎種 第III期

S.photeinoca7PumNaka.etOda. テリミノイヌホオズキ ア

ジア 第Ⅴ期

S.pseudocapsICumLinn. タマサンゴ (7ユサンゴ) ブ

ラジル 第Ⅱ期

Scmphulariaceaeゴマノハグサ科

AgalinisheteTVPhylkl(NutL)SmallexBritton アメリカウン

ランモドキ 中央アメリカ 第Ⅴ期

BacopaTVtundlfolia(Michx.)Wettst. ウキアゼナ 北アメ

リカ 第Ⅴ期

Cynhwan'amuTlalisGaerth.,Mey.etScherb. ツタバウン

ラン ヨーロッパ 第Ⅴ期

Lifum'acafuZdensisOJirm.)Dum. マツバウンラン 北ア

メリカ 第Ⅴ期

LihLkmiadubkl(unn.)Pennellsubsp.majorPursh)Pemmell

アメリカアゼナ 北アメリカ 第Ⅴ期

PaTm tuCelliaviscosa恥inn.)Caruel セイヨウヒキヨモギ

地中海沿岸 第Ⅴ期

VerbascumthapsusLinn. ビロウドモウズイカ ヨーロッ

パ 第Ⅲ期

VefDnicaanagallisaquatk:aLinn. オオカワジシャ ヨー

ロッパ ･アジア 第Ⅴ期

V.arvensisLinn. タチイヌノフグリ ヨーロッパ 第II期

V.heLknfoliaLinn. フラサバソウ ヨーロッパ 第II期

V.persicaPoiret オオイヌノフグリ ヨーロッパ ･西アジア

第Ⅱ期

Acanthaceaeキツネノマゴ科

StrDbilanthesisophyllusT.Anders ヤナギバスズムシソウ

(ムラサキイセハナビ) 不明 第Ⅴ期

S.jq?onicaMiq. イセハナビ 不明 第III期

Bignomiaceaeノウゼンカズラ科

CatalpaovataGDon キササゲ 中国 第Ⅰ期

Plantaginaceaeオオバコ科

PkmtagolanceolataLinn. ヘラオオバコ ヨーロッパ

第Ⅰ期

PvirginicaLim. ツボミオオバコ 北アメリカ 第IV期

Rubiaceaeアカネ科

Dわdiavl7glnlanaLinn. メリケンムグラ 北アメリカ 第

Ⅳ期

Rk:haTdkzscabraLirn. ハシカグサモドキ 熱帯アメリカ

第Ⅳ期

Vderianaceaeオミナエシ科

Valen'anellaolitofiaO.illIl.)Poll. ノジシャ 地中海の島

部 第Ⅱ期

Cuculbitaceaeウリ科

SechiumeduleSwartz ハヤトウリ 西インド 第V期

SicyosangukztusLinn. アレチウリ 北アメリカ 第IV期

Orobanchaceaeハマウツボ科

0719bancheminorJ.E.Smith ヤセウツボ ヨーロッパD･北

アフリカ 第Ⅴ期

Campamlaceaeキキョウ科

7Tn'oddnispedToliata牡im.)Nieuwl. キキョウソウ 北アメ

リカ 第Ⅳ 期

Compositaeキク科

AchilleamillefoliumLimm. セイヨウノコギリソウ 広汎

第ⅠⅤ期

Ageratumconyzo良友sLinn. カッコウアザミ 熱帯アメリ

カ 第Ⅴ期

AmbflDSiaaflemisilfoliaLinn.var.eladorDesc, ブタクサ

北アメリカ 第Ⅲ期

A.trlPklLirul. オオブタクサ (クワモドキ) 北アメリカ

第Ⅳ期

AnthemiscotuklLinn. カミツレモドキ アフリカ･ユーラ

シア 第Ⅲ期

AntothecacalenduklGJim.)Levyns ワタゲハナグルマ

南アフリカ 第Ⅴ期

ATlemis由annuaLinn. クソニンジン ヨーロッパ 第III

期

A.selegensisTumz. セイタカヨモギ (タカヨモギ) アジ

ア東部 第Ⅱ期
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Asterexilisnl. オオホウキギク 北アメリカ 第V期

A.novibelgiiLinn. ユウゼンギク 北アメリカ 第II期

AsubulahiSMichx.Var.sandwicensLf(A.Gray)A.GJones

ホウキギク 北アメリカ 第Ⅱ期

A sublahLSMichx.Var.ligulahlSShinners ヒロハホウキ

ギク 北アメリカ ⅠⅤ期

Bhkns.わndbsaLim. アメリカセンダングサ 北アメリカ

第Ⅲ期

B.pibsaLinn. コセンダングサ 熱帯アメリカ 第II期

B.pibsaLirm.var.minor(丑Iume)Sherff コシロノセンダ

ングサ (シロバナセンダングサ)中国 第Ⅰ期

CentauTeaCalcitrapaunn. ムラサキイガヤグルマギク

ヨーロッパ 第Ⅴ期

Conyzabonan'ensis (urLn.)Cronq. アレチノギク南

アメリカ 第Ⅱ期

C.canaLknsisOirn.)Cronq. ヒメムカシヨモギ 北アメリ

カ 第Ⅱ期

C.Canadbnsis(uIln.)Cronq.Var.pusilla即utt.)Cmnq.

ケナシヒメムカシヨモギ 北アメリカ 第Ⅱ期

C. sumatyensis(Rets.)E.H.Whlker オオアレチノギク 南

アメリカ 第Ⅲ期

CofeOPSislanceolataLinn. オオキンケイギク 北アメリカ

第Ⅴ期

CosnwssulphureusCav. キバナコスモス 熱帯アメリカ

第Ⅴ期

CoalklauStTlalisHook.f. マメカミツレオーストラリア

第Ⅲ期

CrassocephalumcTlePdiohおsPenth)S.Moore べニバ

ナポロギク アフリカ 第Ⅲ期

EcllbkzalbaOjnn.)Hasskal アメリカタカサブロウ 熱帯

アメリカ 第Ⅴ期

Erechh'teshieTiaClfolklO.inn.)Raf.exDC. ダンドポロギク

北アメリカ 第Ⅲ期

Erechtiteshie71aClfolia(unn.)M .exDC.var.cacalわんおs

G.ess.)Griseb. ウシノタケダグサ 北アメリカ 第Ⅲ期

En'gefVnannuuSOJinn.)Pers. ヒメジョオン 北アメリカ

第Ⅰ期

E.kafVinskianusDC. ベラベラヨメナ 中央アメリカ 第

Ⅴ期

E.phihzddphkusLinn. ハルジョオン (ハルシオン) 北ア

メリカ 第Ⅲ期

E.pseLuわannuusMakino ヤナギバヒメジョオン 北アメ

リカ 第Ⅱ期

E.stngosusMuhl.exⅦ d. へラバヒメジョオン 北アメ

リカ 第Ⅲ期

Galinsogaquadn'yladiataRuizetPavon ハキダメギク 熱

帯アメリカ 第Ⅳ期

GnaphaliumcalvicepsFem. タチチチコグサ 北アメリカ

第Ⅱ期

G.penSylvanicumWilld. チチコグサモドキ 北アメリカ

第Ⅳ期

G.puTPureumLinn.Var.fat:atumG.am.)T.etG ウスベ

ニチチコグサ 北アメリカ 第Ⅴ期

G.Spicatumhm. ウラジロチチコグサ 南アメリカ第V期

Guizotklabyssinica(unn.f.)Cass. キバナタカサブロウ

アフリカ第Ⅴ期

HelhmthusaTgOPhyllusTon:.etGray シロタエヒマワリ 北

アメリカ第Ⅴ期

H.tubeTOSuSLinn. キクイモ 北アメリカ中部 第V期

Hwochoelislladk:ataLim. ブタナ ヨーロッパ 第IV期

LachLCaSCan'olaLinn. トゲチシャ ヨーロッパ 第V期

Matn'caTklChamomillaLinn. カミツレ(カモミール) ヨ

ーロッパ 第Ⅴ期

M.tmtn'carわんおsG.ess.)Porter オロシャギク アジア北

東部 第Ⅲ期

RlidbeckiahirtaLim.Var.pulchemimaFarwell キヌガサ

ギク (アラゲハンゴンソウ) 北アメリカ第Ⅳ期

R.trik)baLinn. ミツパオオハンゴンソウ 北アメリカ 第

Ⅴ期

SenecわmaEklgaSCan'efLfisPoir. ナルトサワギク (コウベギ

ク)マダガスカル 第Ⅴ期

S.vulgan'SLinn. ノポロギク ヨーロッパ 第II期

Solidagoalh'ssimaLinn. セイタカアワダチソウ 北アメリ

カ 第Ⅳ期

S.CanadensisLim. カナダアキノキリンソウ 北アメリカ

第Ⅲ期

S.giganteaAit.Var.leiophylklFem. オオアワダチソウ

北アメリカ 第Ⅲ期

Solivaanthemlfolkz(Juss.)R.Bron イガトキンソウ(シマト

キンソウ) 南アメリカ 第Ⅱ期

S.sessilisRuiz.etPav. メリケントキンソウ 南アメリカ 第

Ⅴ期

Sonchusasper(uIln.)all. オニノゲシ ヨーロッパ 第

Ⅲ期

S.oleTlaCeOaSPerMakino アイノゲシ ヨーロッパ 第III

期

TwaxacumhzevigatumWilld.)DC. アカミタンポポ ヨ

ーロッパ 第Ⅴ期
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T.obicinaleWeber セイヨウタンポポ ヨーロッパ 第Ⅱ

期

Xanthium italicumMoretti イガオナモミ ヨーロッパ

第Ⅴ期

X.occdentaleBertoloni オオオナモミ メキシコ 第 III

期

考察

長崎県の帰化植物率の推移を求めると､第Ⅰ期 (江戸

時代末まで､約 1%､以下同様に表す｡)､第Ⅱ期 (1940

年､約3%)､第Ⅲ期 (1957年､約6%)､第Ⅳ期 (1980

年､約8%)､第 Ⅴ期 (2005年､約 12%)である.大

田 (2(泊2)が三重県で帰化植物率を調査している.これ

によると､三重県の1955年の帰化植物率は6.5%であり､

長崎県の1957年の結果(6%)と同程度である.しかし､

1980年は三重県(14.3%)に対して長崎県は8%と低く､

長崎県の2005年の帰化植物率(12%)は､三重県の1975

年の13.0%とほぼ同じである｡帰化植物は､自然環境が

破壊された市街地､耕作地､道路の線などに繁茂するも

のが多く(清水2(氾3)､自然度の高い地域では帰化植物

率が低いことなどから､長崎県内では比較的高い自然度

が保たれているといえる｡

日本全体の帰化植物の中で､種数の多いのは､キク

科､イネ科､マメ科である (清水2003)｡長崎県の場合

も同様であり､前述したように3科で37.6%になる｡これ

ら3科に続いて､我が国に多い帰化植物はアブラナ科､

ヒルガオ科､アカザ科､タデ科､ナデシコ科､ヒユ科の

順である (清水2(氾3)｡長崎県の場合は､アブラナ科 (14

種)､ヒルガオ科 (13種)､ナス科 (12種)､ゴマノハグ

サ科 (11種)､タデ科 (11種)､ナデシコ科 (11種)､ヒ

ユ科(lo種)､トウダイグサSqt9種)であり､ほぼ同様の結

果である｡しかし､アカザ科は長崎県では4種と少なく､

前述したようにゴマノハグサ科とナス科が多い｡これは､

ナス科やゴマノハグサ科が南方系の植物を多く含んで

いるのに対して､アカザ科はより北に生育地を持つもの

が多いのが原因の1つと考えられる｡

移入時期別の帰化植物の原産地域は､既述したように､

第Ⅰ､Ⅱ､Ⅲ期はヨーロッパが圧倒的に多いが､第Ⅳ期

になって､北アメリカ原産が第1位となり､第Ⅴ期は､

熱帯アメリカ原産の種が最も多くなっている｡さらにアフ

リカやその他も増えている｡これらの地域との貿易など

交流が盛んになったことも原因の 1つと考えられるが､

温暖化の影響もあると思われる｡

植物の分布北限を決定する最寒月 (1月)の 1880-

2005年の長崎市の平均気温を示したのが図3である｡

第Ⅰ期については気象資料がないが､第Ⅱ期の1940年

までは､4-6℃の間を示す場合が多い｡第Ⅲ期は最寒

月の平均気温が5-7℃に上昇している｡第IV期は6℃

以上の年が多く､第Ⅴ期は7-8℃に含まれる年が多い｡

全体的には､120年間で最寒月の気温は3℃程度上昇し

たと考えられる｡

第Ⅴ期に移入された南アメリカ原産の帰化植物は､最

初園芸用に導入され､その後逸出野生化したものが多

い｡その主なものには､ボタンウキクサ､オオトキワツ

ユクサ､ヒメマツバボタン､アカザカズラ,ハナカタバ

ミなどのカタバミ属の植物､ランタナ､ブタゲハナグル

マ､カッコウアザミ､イヌシバなどがある｡これらの植物

の多くは耐寒性に乏しく､沖縄県では以前から帰化した

ことが知られていたが､本土では冬の寒さのために野生

化が妨げられていた｡しかし､最近の温暖化に伴い野

生化するようになったと思われる｡コゴメミズ､ブラジル

コミカンソウなどは世界の熱帯から亜熱帯に広がってい

る雑草であり､これらも以前から沖縄県に知られていた

が､最近になって県内に見られるようになった｡これら

の帰化も温暖化と関係があるものと考えられる｡

帰化植物の増加は､同時に在来種の減少を引き起こ

す場合がある｡平成17年6月1日より ｢特定外来生物

による生態系等に係る被害の防止に関する法律｣(略称

｢外来生物法｣)も施行された｡緑地の復活､観賞用､

食料栽培などに安易に外国産の植物を利用することの

ないように､監視を弓鋸ヒする必要性を感じる｡

この研究は､17年度環境科学部文理融合プロジェクト

の支援を受けたものである｡

1900 1950 2000

年

図1.長崎県における帰化植物種数の経年変化
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図2.長崎県における帰化植物の原産地域別種数害蛤 の経年変化

各期における年代は調査方法を参照
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年代

図3.長崎市における1月の平均気温の経年変化
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